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・「前回受審時からの改善・変更」欄には、下記の説明を記入してください（多くても200文字程度）。なお、新規審査の場合は記入不要です。
　　　(1) 前回受審時の「Ｗ：弱点」に対する対応
　　　(2) 前回受審時の「Ｃ：懸念」に対する対応
　　　(3) その他の前回受審時からの改善、変更

記入上の注意

・白色のセルにのみ記入してください。着色及び網かけのあるセルには記入しないでください。

・「自己判定結果」欄に、プログラム側の視点で自己判定結果を記入してください。
　自己判定の指標は下記のとおりです。
　　　◎：認定基準の要求事項を満たし、さらにそれを上回る取り組みを行っている
　　　○：認定基準の要求事項を満たしている
　　　△：認定基準の要求事項を概ね満たしているが、改善の余地がある

・「基準への適合状況の説明」欄に説明を簡潔に記入してください（多くても200文字程度）。

・「根拠資料」欄には、根拠となる資料の名称と所在を記入してください。
　　添付資料、実地審査閲覧資料には整理番号を付し、該当する資料の整理番号を「根拠資料」欄に記入してください。
　　インターネット上でアクセスできるものについてはURLを記入してください。その場合でも、負担にならない範囲で
　　自己点検書の添付資料に含めてください。
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番号 点検項目
自己
判定
結果

基準への適合状況の説明 前回受審時からの改善・変更 根拠資料

1 基準１　学習・教育到達目標の設定と公開

1(1) プログラムが育成しようとする自立した技術者像
が定められていること。この技術者像は、プログ
ラムの伝統、資源及び修了生の活躍分野等が考慮
されたものであり、社会の要求や学生の要望にも
配慮されたものであること。さらに、その技術者
像が広く学内外に公開され、また、当該プログラ
ムに関わる教員および学生に周知されているこ
と。

1(1)[1] プログラムが育成しようとする自立した技
術者像が定められていますか？

◎

本プログラムで育成する技術者像として、 ｢科学技術の現状の克服
と人間性の調和に向けた、21世紀のしなやかな技術の姿を探り、創
造性と人間性豊かな等身大の技術者像｣を定めている。

【Ｊ０１】技術士制度説明会
●学修の手引き・P101
http://syllabus.sic.shibaura-
it.ac.jp/preliminary/ko1/ko1_2016.pdf

1(1)[2] 上記の技術者像は、プログラムの伝統、資
源及び修了生の活躍分野等が考慮されたも
のですか？ ◎

上記の技術者像は、本学の建学の精神｢社会に学び社会に貢献する技
術者｣および当学科の理念｢モノとの対話｣、｢行動力｣を踏まえたもの
である。また、卒業生の大部分は製造業へ進むことから｢モノつく
り｣のできる技術者を強く意識したものである。

【Ｔ０１】卒業生の進路状況

1(1)[3] 上記の技術者像は、社会の要求や学生の要
望にも配慮されたものですか？

◎

企業に就職した卒業生がリクルーターとして当学科に訪問時に行う
卒業生評価アンケートおよび就職後の活動状況調査アンケート、父
母懇談会時の父母からのアンケート、卒業時に行う学生生活に関す
る満足度調査、さらにホームカミングデー(大学同窓会)や里帰りゼ
ミに参加する卒業生からは大学に対する要望等を受け入れている。

【Ｔ０２】企業による芝浦工業大学の卒業生評
価結果
【Ｔ０３】卒業生へのホームカミングデー案内
および年度別参加者数

1(1)[4] 上記の技術者像は、広く学内外に公開され
ていますか？

◎

本プログラムの教育理念、目的、学習・教育到達目標、学習・教育
到達目標達成のための教育方法および学習・教育到達目標達成のた
めの対応科目についての内容を2004年4月1日より当学科のwebサイト
に掲示している。また、工学部JABEE推進委員会｢芝浦工業大学JABEE
への取り組みVOL.1～10｣という冊子を発行し、学内関係教職員や学
生に配布していた、2014年度からは配布資料を学科独自のガイダン
ス資料に変更した。

●機械機能工学科webサイト
http://www.meo.shibaura-it.ac.jp/
●学修の手引き・P101
http://syllabus.sic.shibaura-
it.ac.jp/preliminary/ko1/ko1_2016.pdf

1(1)[5] 上記の技術者像は、当該プログラムに関わ
る教員及び学生に周知されていますか？

◎

上記の冊子｢芝浦工業大学JABEEへの取り組みVOL.1～10｣、2014年度
からは｢JABEEへの取り組み｣を本プログラムに関わる教員および学生
に配布し本プログラムの内容を周知している。特に、新入生には、
毎年、 オリエンテーションにおいて本冊子や2014年度からは学科独
自の機械機能工学科応用コースガイダンス資料をもとに本プログラ
ムの説明を行っている。

●学修の手引き・P101
http://syllabus.sic.shibaura-
it.ac.jp/preliminary/ko1/ko1_2016.pdf

1(2) プログラムが育成しようとする自立した技術者像
に照らして、プログラム修了時点の修了生が確実
に身につけておくべき知識・能力として学習・教
育到達目標が設定されていること。この学習・教
育到達目標は、下記の(a)～(i)の各内容を具体化
したものであり、かつ、その水準も含めて設定さ
れていること。さらに、この学習・教育到達目標
が広く学内外に公開され、また、当該プログラム
に関わる教員及び学生に周知されていること。な
お、学習・教育到達目標を設定する際には、(a)～
(i)に関して個別基準に定める事項が考慮されてい
ること。

1(2)[1] プログラムが育成しようとする自立した技
術者像に照らして、プログラム修了時点の
修了生が確実に身につけておくべき知識・
能力として学習・教育到達目標が設定され
ていますか？

◎

本プログラムの学習・教育到達目標は(Ａ)～(Ｈ)が設定されている
が、これらは本学科の理念｢モノとの対話｣･｢行動力｣を念頭に設定さ
れたものであり、カリキュラムは講義科目以外にも実験･実習･演習
や工場見学および社会人やOBによる特別講義等の実学を多く配置
し、｢モノつくり｣のための基礎教育に力を入れた目標となってる。

【Ｊ０３】特別講師招聘
●学科webサイト(学習・教育到達目標)
http://www.meo.shibaura-
it.ac.jp/jabee11/jabee_3.html

1(2)[2] 学習・教育到達目標は、下記の(a)～(i)の
各内容を具体化したものですか？

1(2)[2](a) 地球的視点から多面的に物事を考え
る能力とその素養

◎

添付資料表1に示すように、知識・能力(a)は、学習・教育到達目標
の(Ａ)および(Ｂ)により主に育成する。また、学習・教育到達目標
の(Ｃ)および(Ｆ)により付随的に育成する。
与えられた問題を工学のみに囚われず、人間環境および感性をも含
めた総合的な視点から考えることのできる能力を身につける。

●学科webサイト（JABEE関連）
http://www.meo.shibaura-
it.ac.jp/class_jabee.html

1(2)[2](b) 技術が社会や自然に及ぼす影響や効
果、及び技術者が社会に対して負っ
ている責任に関する理解 ◎

添付資料表1に示すように、知識・能力(b)は、学習・教育到達目標
の(Ｃ)により主に育成する。
工学が人類・社会に果たす役割を十分に認識し、技術者として独善
的になることのないようバランスの取れた倫理観を身につける。

●学科webサイト（JABEE関連）
http://www.meo.shibaura-
it.ac.jp/class_jabee.html
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番号 点検項目
自己
判定
結果

基準への適合状況の説明 前回受審時からの改善・変更 根拠資料

1(2)[2](c) 数学及び自然科学に関する知識とそ
れらを応用する能力

◎

添付資料表1に示すように、知識・能力(c)は、学習・教育到達目標
の(Ｅ)により主に育成する。また、学習・教育到達目標の(Ｄ)に付
随的に育成する。
機械工学の基盤である力学(力学、材料力学、熱力学、流れの力学)
の知識を身につける。

●学科webサイト（JABEE関連）
http://www.meo.shibaura-
it.ac.jp/class_jabee.html

1(2)[2](d) 当該分野において必要とされる専門
的知識とそれらを応用する能力

◎

添付資料表1に示すように、知識・能力(d)は、学習・教育到達目標
の(Ａ)、(Ｄ)および(Ｅ)により主に育成する。また、学習・教育到
達目標の(Ｅ)および(Ｆ)により付随的に育成する。
｢物質｣、｢エネルギー｣、｢環境｣および｢情報｣を基盤とした機械工学
の知識を身につける。

●学科webサイト（JABEE関連）
http://www.meo.shibaura-
it.ac.jp/class_jabee.html

1(2)[2](e) 種々の科学、技術及び情報を活用し
て社会の要求を解決するためのデザ
イン能力

◎

添付資料表1に示すように、知識・能力(e)は、学習・教育到達目標
の(Ａ)により主に育成する。また、学習・教育到達目標の(Ｄ)によ
り付随的に育成する。
課題を自律的に捉え、機械工学の基礎知識を基に調査・検討し、さ
らに、プレゼンテーションを通して目的を総合的に達成する能力を
身につける。

●学科webサイト（JABEE関連）
http://www.meo.shibaura-
it.ac.jp/class_jabee.html

1(2)[2](f) 論理的な記述力、口頭発表力、討議
等のコミュニケーション能力

◎

添付資料表1に示すように、知識・能力(f)は、学習・教育到達目標
の(Ｆ)および(Ｇ)により主に育成する。また、学習・教育到達目標
の(Ａ)により付随的に育成する。
国際的なコミュニケーションで要求される英語会話の能力を身につ
ける。

●学科webサイト（JABEE関連）
http://www.meo.shibaura-
it.ac.jp/class_jabee.html

1(2)[2](g) 自主的、継続的に学習する能力

◎

添付資料表1に示すように、知識・能力(g)は、学習・教育到達目標
の(Ｆ)により主に育成する。
自律的に問題をとらえ、自ら継続的に学習する能力を身につける。

●学科webサイト（JABEE関連）
http://www.meo.shibaura-
it.ac.jp/class_jabee.html

1(2)[2](h) 与えられた制約の下で計画的に仕事
を進め、まとめる能力

◎

添付資料表1に示すように、知識・能力(h)は、学習・教育到達目標
の(Ａ)および(Ｆ)により主に育成する。
与えられた制約の下で計画的に仕事を進め、まとめる能力を身につ
ける。

●学科webサイト（JABEE関連）
http://www.meo.shibaura-
it.ac.jp/class_jabee.html

1(2)[2](i) チームで仕事をするための能力

◎

添付資料表1に示すように、知識・能力（i)は、学習・教育到達目標
の(Ｈ)により主に育成する。
自分と他者の役割を理解し、チーム目標の達成のために行動する力
を身につける。

●学科webサイト（JABEE関連）
http://www.meo.shibaura-
it.ac.jp/class_jabee.html

1(2)[3] 学習・教育到達目標は、水準も含めて設定
されていますか？

◎

達成度評価シートを学生に配布(webサイトからダウンロード可)し、
学習・教育到達目標(Ａ)～(Ｈ)に対する科目の成績を点数化し、学
習・教育目標の各項目の達成度の総合評価を行うようにしている。
各科目の評価水準はシラバスに記載されている。また、卒業研究の
水準判定はルーブリックを用いている。

【Ｔ０４】達成度評価シート
【Ｔ０５】卒研評価ルーブリックシート

1(2)[4] 学習・教育到達目標は、広く学内外に公開
されていますか？ ◎

学科ホームページやオープンキャンパスで配布する高校生向けの学
科パンフレットにより広く学内外に公開されている。

●学科パンフレット(インフォメーション)
http://www.meo.shibaura-it.ac.jp/

1(2)[5] 学習・教育到達目標は、当該プログラムに
関わる教員及び学生に周知されています
か？

◎

2014年度までは新入生に｢JABEEへの取り組み｣と｢機械機能工学科応
用コースガイダンス資料2009年～2014年｣を配布し周知していた。
2015年度からは入学者全員の卒業要件がJABEE修了要件と同一になっ
たため、応用コースガイダンス資料を廃し、学修の手引きで周知す
る事になった。

●学科パンフレット(インフォメーション)
http://www.meo.shibaura-it.ac.jp/
●学修の手引き・P101
http://syllabus.sic.shibaura-
it.ac.jp/preliminary/ko1/ko1_2016.pdf

2 基準２　教育手段

2.1 2.1　教育課程の設計

2.1(1) 学生がプログラムの学習・教育到達目標を達成で
きるように、教育課程（カリキュラム）が設計さ
れ、当該プログラムに関わる教員及び学生に開示
されていること。また、カリキュラムでは、各科
目とプログラムの学習・教育到達目標との対応関
係が明確に示されていること。なお、標準修了年
限及び教育内容については、個別基準に定める事
項を満たすこと。

2.1(1)[1] 学生がプログラムの学習・教育到達目標を
達成できるように、教育課程（カリキュラ
ム）が設計されていますか？

◎

設定項目(a)～(h)に対応する、次の(Ａ)～(Ｈ)の8つの学習･教育到
達目標を設定し、それに対応する各科目を表4に示すように配置して
いる。この表において各科目と学習・教育到達目標との対応を時系
列で示し、学習・教育到達目標の達成への関与の度合いが大きい科
目に対して◎印で示している。本コースにおける学習結果の集大成
である卒業研究を通じて機械工学全般の学習のみではなく、技術
者・研究者として必要な総合的な能力を養成する。

●表4
●学修の手引き・P101
http://syllabus.sic.shibaura-
it.ac.jp/preliminary/ko1/ko1_2016.pdf
【Ｊ０４・Ｔ０６】学修の手引(学科授業要覧)
【Ｊ０７】学科関連委員会議事録
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2.1(1)[2] カリキュラムが当該プログラムに関わる教
員及び学生に開示されていますか？

◎

教員に対しては、例年9月または10月の学科会議で開示しており、学
科開講科目の個々の内容、開講年次を検討している。
学生に対しては、入学時のガイダンスにおいて｢学修の手引を配布
し、新入生オリエンテーションなどで詳細に解説することで開示し
ている。また、当学科webサイトにおいても、学科の教育方針、カリ
キュラム構成、学年次と分野間の融合について図示し開示してい
る。

【Ｊ０４・Ｔ０６】学修の手引
●学修の手引き・P101
http://syllabus.sic.shibaura-
it.ac.jp/preliminary/ko1/ko1_2016.pdf
●機械機能工学科webサイト
http://www.meo.shibaura-it.ac.jp/

2.1(1)[3] カリキュラムでは、各科目とプログラムの
学習・教育到達目標との対応関係が明確に
示されていますか？

◎

各科目と(Ａ)～(Ｈ)の8つの学習･教育到達目標との対応関係は、｢学
習・教育到達目標達成のための対応科目｣で明確に示されている。
例えば、『(Ａ)では、専門科目群から、｢機械創成設計演習｣、｢卒業
研究｣、共通･教養科目群から、｢環境学入門｣、｢アジア文化論｣』な
どのように科目を明記している。

●シラバス
http://syllabus.sic.shibaura-it.ac.jp/
●学科webサイト（JABEE関連）
http://www.meo.shibaura-
it.ac.jp/class_jabee.html
●学修の手引き・P101
http://syllabus.sic.shibaura-
it.ac.jp/preliminary/ko1/ko1_2016.pdf
【Ｔ０７】入学年度別 学習・教育目標達成の
ための対応科目一覧

2.1(1)[4] 標準修了年限及び教育内容については、個
別基準に定める事項を満たしていますか？

◎

総取得単位数は124単位以上、授業時間は人文科学250時間、自然科
学250時間、専門科目900時間、その他の科目を含めて1600時間以上
の履修時間を満たし、標準修了年限4年である。数学自然科学および
科学技術に関する学習・教育内容が全体の78％であり、60％以上と
いう基準を満たしている。
応用コースを選択した学生の学習･教育到達目標(Ａ)～(Ｈ)に対する
すべての該当科目達成の一覧表、学生個人の学習・教育到達目標の
各項目に対する達成度の総合的評価表を基に、修了判定を教員全員
で行っている。

【Ｔ０８】学習・教育到達目標に対する取得科
目達成の一覧表
【Ｊ０５】応用コース履修者の｢学習・教育到
達目標の各項目に対する達成度の総合評価｣
【Ｊ０６】学科内関連委員会議事録

2.1(2) カリキュラムの設計に基づいて、科目の授業計画
書（シラバス）が作成され、当該プログラムに関
わる教員及び学生に開示されていること。シラバ
スでは、それぞれの科目ごとに、カリキュラム中
での位置付けが明らかにされ、その科目の教育内
容・方法、到達目標、成績の評価方法・評価基準
が示されていること。また、シラバスあるいはそ
の関連文書によって、授業時間が示されているこ
と

2.1(2)[1] カリキュラムの設計に基づいて、科目の授
業計画書（シラバス）が作成されています
か？

◎

(Ａ)～(Ｈ)の8つの学習･教育到達目標に対応する全ての科目につい
てシラバスを作成している。シラバスでは、授業の概要、達成目
標、授業計画(全15回、授業時間外課題(予習及び復習を含む))、評
価方法と基準、教科書・参考書、履修登録前の準備、学習・教育到
達目標との対応、オフィスアワー、質問・相談の方法、環境との関
連の10項目について記載している。また、工学部がシラバスを点検
し、不備があれば各教員に再編集を依頼している。

●シラバス
http://syllabus.sic.shibaura-it.ac.jp/
【Ｔ０９】専門科目シラバス原稿の再編集につ
いて(依頼)

2.1(2)[2] シラバスが当該プログラムに関わる教員及
び学生に開示されていますか？ ◎

学科開講の専門科目群、共通・教養科目群のシラバス･授業計画は、
検索できるようにwebサイト上に公開されている。

●シラバス
http://syllabus.sic.shibaura-it.ac.jp/

2.1(2)[3] シラバスでは、それぞれの科目ごとに、カ
リキュラム中での位置付けが明らかにさ
れ、その科目の教育内容・方法、到達目
標、成績の評価方法・評価基準が示されて
いますか？ ◎

カリキュラム中の各科目シラバスの位置付けは学修の手引きに示さ
れており、教育課程の内容･計画を学修目的に沿った配列、すなわち
学生自身が興味を持ち学んでみたい、あるいは将来進みたい専門分
野・業種・職種に向けた計画を立て易いように履修科目の配列に工
夫をして表に示されている。教育内容･方法、達成目標、成績評価方
法・評価基準などはそれぞれの各科目シラバスに掲載されている。

●シラバス
http://syllabus.sic.shibaura-it.ac.jp/
●表4
【Ｊ０４・Ｔ０６】学修の手引(学科授業要覧)
●学修の手引き・P101
http://syllabus.sic.shibaura-
it.ac.jp/preliminary/ko1/ko1_2016.pdf

2.1(2)[4] シラバスあるいはその関連文書によって、
授業時間が示されていますか？

◎

工学部では2004年度からすべての授業で1学期15回の講義を行ってい
る。本学科における総取得単位数は124単位以上、授業時間は人文科
学250時間、自然科学250時間、専門科目900時間、その他の科目を含
めて1600時間以上の履修時間である。

●シラバス
http://syllabus.sic.shibaura-it.ac.jp/

2.2 2.2　学習・教育の実施

2.2(1) シラバスに基づいて教育が行われていること。

2.2(1)[1] シラバスに基づいて教育が行われています
か？

◎

各教員は担当科目の講義の事実･内容を記録し、シラバスと対応・確
認しながら適切な授業の進行による教育の実施に努めている。休講
した際は、必ず補講を行うことでシラバスに従った教育を実施する
ようにしている。また、学生側からはS☆gsotを用いることで、シラ
バスと授業の進捗状況の対応が確認できる。

【Ｔ１０】シラバスと授業の進捗状況の対応
【Ｔ１１】休講・補講状況表
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2.2(2) 学生の主体的な学習を促し、十分な自己学習時間
を確保するための取り組みが行われていること。

2.2(2)[1] 学生の主体的な学習を促し、十分な自己学
習時間を確保するための取り組みが行われ
ていますか？

◎

本学では、(ⅰ)予習・復習の必要時間のシラバスへの明記、(ⅱ)夜
間も利用可能な自習室の設置、(ⅲ)GPA制度の活用などの取り組みを
実施している。また、教育イノベーション推進センター、学習サ
ポート室を設置している。また、教育開発本部は工学教育の水準向
上と教養教育の継続的改善を図るなど、学生の学業支援に幅広く関
わっている。グローバル化の一環として、タイのキングモンクット
工科大学トンブリ校(KMUTT)とのgPBLブラジル人留学生を交えた
gPBL、ポーランドのアカデミー科学技術大学（AGH）とのgPBL、学部
生の講義の英語化（ロボティクス、流体力学、創成ゼミ、応用機械
機能工学実験1・2）をしている。

【Ｔ１２】学修指導の手引2016年度版（抜粋）
【Ｔ１３】芝浦工業大学教育イノベーションセ
ンター規程

2.2(3) 学生自身にもプログラムの学習・教育到達目標に
対する自分自身の達成状況を継続的に点検させ、
それを学習に反映させていること。

2.2(3)[1] 学生自身にもプログラムの学習・教育到達
目標に対する自分自身の達成状況を継続的
に点検させていますか？

◎

学生自身による達成状況の点検は、｢学習･教育到達目標の各項目に
対する達成度の総合評価｣の表に各自の成績を記入することにより、
学習･教育目標の各項目に対応する科目の達成度がわかる。本表は、
学科webサイトの達成度評価基準の｢応用コース総合評価達成度ファ
イル｣をダウンロードし、学生が自分でこの表に成績を記入すること
により評価が自動計算される。学生自身で達成度を確認し、それを
フィードバックするように指導している。

【Ｊ０５】｢学習･教育目標の各項目に対する達
成度の総合評価(学生入力版)」

2.2(3)[2] 自分自身の達成状況の継続的な点検を学習
に反映させていますか？

◎

各科目における学生自身の達成度を確認させる手段として、年度始
めのガイダンスにおいて達成度評価を全員に配布し、記入させてい
る。表4を示すことで、各科目と学習・教育到達目標の対応を確認さ
せ、円滑に履修登録が行えるように指導している。また、クラス担
任教員による履修指導、成績内容の個別指導、成績優秀者への個別
指導などによりある程度の効果が認められる。

●表4
【Ｊ０５】｢学習･教育目標の各項目に対する達
成度の総合評価(学生入力版)」記入例

2.3 2.3　教育組織

2.3(1) カリキュラムを適切な教育方法によって展開し、
教育成果をあげる能力をもった十分な数の教員と
教育支援体制が存在していること？

2.3(1)[1] カリキュラムを適切な教育方法によって展
開し、教育成果をあげる能力をもった十分
な数の教員と教育支援体制が存在していま
すか？

◎

カリキュラム主要科目を専任教員が担当する基本理念の実施に十分
な12名の専任教員と1名の特任教員が存在している。学科運営の執行
体制と支援組織、教育基盤としての実験・実習支援、指導教育機会
を与えるTA・SA制度、留学生支援、基礎学力強化のための基底科
目・学習サポート室、公共性・倫理観を養うための特別講師招聘な
どの教育支援体制がある。

【Ｊ０７】教員プロフィール
【Ｔ１４】機械機能工学科運営組織図
【Ｔ１５】芝浦工業大学ティーチング・アシス
タント(TA)規程
【Ｔ１６】機械機能工学科・留学生とキャンパ
スメイツ
【Ｊ０３】特別講師招聘

2.3(2) カリキュラムに設定された科目間の連携を密に
し、教育効果を上げ、改善するための教員間連絡
ネットワーク組織があり、それに基づく活動が行
われていること。

2.3(2)[1] カリキュラムに設定された科目間の連携を
密にし、教育効果を上げ、改善するための
教員間連絡ネットワーク組織があります
か？

◎

学科固有の科目や教育に関わる事項は、学科会議および学科JABEE委
員会にて教員全員で検討し、必要に応じてカリキュラム担当教員が
科目担当者と個別に対応している。また、学科内で5分野の教員間
ネットワークを組織し、成績判定基準、科目間の連続性を検討して
いる。共通系科目に関しては、学生課を通じて共通系教員から書面
による連絡が行われ、各学年担任が対応している。また、教育開発
本部(本学科から1名)、教育イノベーション推進センター(本学科か
ら1名)において共通学群教員と意見交換している。

【Ｊ１１】教員間ネットワーク議事録

2.3(2)[2] 上記の教員間連絡ネットワーク組織に基づ
く活動が行われていますか？

◎

学部レベルの教員間連絡ネットワーク組織である、教育開発本部の
各委員会に当学科から参画している。学科内では学科会議および学
科JABEE委員会にて各種の活動および検討がなされている(実地閲覧
資料8)。また、学科内5分野の教員間ネットワークでは、定期的に
ミーティングを実施し、カリキュラム構成に講義内容が沿っている
かを教員間で確認している。

【Ｔ１９】各部門会議検討内容
【Ｊ０６】学科内関連委員会議事録（学科
JABEE委員会議事録）
【Ｊ１１】教員間ネットワーク議事録
【Ｊ１３】教育改善グループ議事録

2.3(3) 教員の質的向上を図る取り組み（ファカルティ・
ディベロップメント）を推進する仕組みがあり、
当該プログラムに関わる教員に開示されているこ
と。また、それに従った活動が行われているこ
と。
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2.3(3)[1] 教員の質的向上を図る取り組み（ファカル
ティ・ディベロップメント）を推進する仕
組みがありますか？ ◎

大学全体としては教育イノベーション推進センターに工学教育プロ
グラム・教育システム研究開発部門(FD部門)、学科内では、学科
JABEE委員会の教育改善担当がそれぞれのレベルでFDを推進する仕組
みとして存在している。

【Ｔ１８】教育イノベーションセンター委員名
簿

2.3(3)[2] 上記の仕組みが当該プログラムに関わる教
員に開示されていますか？ ◎

教育イノベーション推進センターにおける活動内容を随時教授会に
て報告している。またFDニュースレターを発行し、教授会において
配布、webサイトへ掲載している。

【Ｔ２０】FDニュースレター
【Ｊ０６】学科内関連委員会議事録(学科JABEE
委員会議事録)

2.3(3)[3] 上記の仕組みに従った活動が行われていま
すか？

◎

授業改善と教育上の問題点を探るため、毎期全科目について授業ア
ンケートを実施している。FD活動に関する意見交換のため、年度初
めにFD講演会が実施されている。私立大学連盟のFD研修会、学内企
画のFD特別講演会に毎年専任教員が参加している。また、全教員に｢
授業ハンドブック｣を配布して学習指導を徹底している。
授業アンケートは集計結果に担当教員コメントを付し、webサイトで
学内に限定開示している。学科内では、定期的に学科JABEE委員会に
てFD活動に関する議論・情報共有を行っている．また、夏季休暇中
には学科集中FD研修会を実施し、学科理念や大学全体の教育方針と
学科カリキュラムの整合性を詳細に見直している。更に学科JABEE委
員会の活動内容を学科全教員に電子メールで配信し、学科会議およ
び学科JABEE委員会にて報告、定期的に学科内FDのPDCAサイクルを確
認している。

【Ｊ０８】授業アンケート実施結果
【Ｔ２１】FDSD講演会プログラム
【Ｔ２２】FD研修会報告書
【Ｔ２３】授業ハンドブック(関連部分)
【Ｔ５１】学科集中FD研修会議事録

2.3(4) 教員の教育活動を評価する仕組みがあり、当該プ
ログラムに関わる教員に開示されていること。ま
た、それに従って教育改善に資する活動が行われ
ていること。

2.3(4)[1] 教員の教育活動を評価する仕組みがありま
すか？

◎

2009年度より業績評価の検討を開始し、2010年4月より教育･研究等
業績評価(自己評価方式)を実施している。評価項目は、①教育活
動、②研究活動、③大学運営(社会貢献含む)である。学部長は、特
に改善を要する教員に対して、助言・個人面談を実施している。ま
た、教員自身の授業改善に資するため、学生による授業アンケート
が実施されている。

【Ｔ２４】教育・研究業績評価実施に関する基
本方針
【Ｔ２５】業績評価実施(業績情報公表)に至る
までの経緯文書
【Ｔ２６】芝浦工業大学教員教育・研究等業績
評価規程

2.3(4)[2] 上記の仕組みが当該プログラムに関わる教
員に開示されてますか？

◎

上記の教員の教育・研究等の活動状況は、大学web(教員データベー
ス)で公表される。また授業アンケート結果は５点満点で数値化され
るが、この評価結果とアンケート時の質問回答は教育貢献評価の参
考資料であり、担当教員コメントを付して本学webサイト上で公表
し、学生の閲覧と共に授業改善に役立てている。

【Ｔ２７】2010年度：教育・研究棟業績評価
シート提出状況
【Ｊ０８】授業アンケート実施結果
【Ｔ２８】授業アンケートweb公開例

2.3(4)[3] 上記の仕組みに従って教育改善に資する活
動が行われていますか？

◎

2011年度より、教員の職能要件に基づく再審査(教育業績、研究業
績、大学運営、学会・社会活動など)を5年ごとに実施している。ま
た、教育改善活動において優秀な実績をあげた教員は、優秀教育教
員として顕彰する。受賞者は、大学全体のFD研修会（毎年4月に開
催）にて授業内容のプレゼンテーションを行い、教員相互の啓発に
役立てている。本学科からも複数の教員が受賞している(受賞者リス
ト)。2013年度には学科全体としての取り組み（ロボット製作を取り
入れた演習授業）で本教育賞を受賞した。また2014年度にはグロー
バル化を目指して留学生向けに授業を英語化した活動（応用機械機
能工学実験における留学生受け入れ事例）で、学科として梅村魁記
念賞を受賞した。

【Ｔ２９】芝浦工業大学優秀教育教員顕彰規程
【Ｔ３０】教育賞推薦書
【Ｔ２１】FDSD講演会プログラム
【Ｔ３１】優秀教育教員顕彰受賞者リスト
【Ｔ３２】再審査制度案内文

2.4 2.4　入学、学生受け入れ及び異動の方法

2.4(1) プログラムの学習・教育到達目標を達成できるよ
うに設計されたカリキュラムの履修に必要な資質
を持った学生を入学させるための具体的な方法が
定められ、学内外に開示されていること。また、
それに従って選抜が行われていること。

2.4(1)[1] プログラムの学習・教育到達目標を達成で
きるように設計されたカリキュラムの履修
に必要な資質を持った学生を入学させるた
めの具体的な方法が定められていますか？ ◎

学科のアドミッションポリシーは、プログラムの学習・教育到達目
標を達成できるように設計されたカリキュラムの履修に必要な資質
を持った学生を入学させるため、 入試要項に定められた一般入試、
センター入試利用、指定校推薦、併設校推薦を組み合わせた入試を
実施している。

【Ｔ３３】一般入学試験要項
【Ｔ３４】過去5年間の志願者・入学者等の状
況
【Ｔ３５】機械機能工学科のアドミッションポ
リシー
http://www.meo.shibaura-
it.ac.jp/toCandidate.html
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2.4(1)[2] 必要な資質を持った学生を入学させるため
の具体的な方法が学内外に開示されていま
すか？ ◎

上記、アドミッションポリシーと入試要項は、大学のwebサイトなど
によって学内外に開示されている。

【Ｔ３６】入試課webサイト
http://www.shibaura-
it.ac.jp/admission/admission_policy/index.
html

2.4(1)[3] 必要な資質を持った学生を入学させるため
の具体的な方法に従って選抜が行われてい ◎

入試は、必要な資質を持った学生を入学させるための具体的な方法
である上記の入試要項に従って選抜が行われている。

2.4(2) プログラム履修生を共通教育等の後に決める場合
には、その具体的方法が定められ、当該プログラ
ムに関わる教員及び学生に開示されていること。
また、それに従って履修生の決定が行われている
こと。

2.4(2)[1] プログラム履修生を共通教育等の後に決め
る場合には、その具体的方法が定められて
いますか？

◎

2014年度入学生までは、機械機能工学科では応用コースへの進学条
件を設けている。2年次終了時にこれらの条件を全て満たし、応用
コース履修を希望し、かつ適していると判断された学生に対して、
応用コースへの進学を認めている。進学条件を満たしていなくて
も、応用コース履修を強く希望する学生には、未取得科目の調査
し、複数教員による面接で、応用コースの履修可能と判断された場
合には進学を認めている。具体的な進学条件はJABEEへの取り組みに
定めている。
2015年度入学生以降は、応用コースに定められている単位を取得す
ることが卒業要件となっており、すべての学生が応用コースを履修
する。

●学科webサイト（JABEE関連）
http://www.meo.shibaura-
it.ac.jp/class_jabee.html

2.4(2)[2] プログラム履修生を共通教育等の後に決め
る場合には、上記の具体的方法が当該プロ
グラムに関わる教員及び学生に開示されて
いますか？ ◎

＊機械機能工学科webサイト
http://www.meo.shibaura-it.ac.jp/
●学科webサイト（JABEE関連）
http://www.meo.shibaura-
it.ac.jp/class_jabee.html
【Ｔ３７】学生手帳用リフィル

2.4(2)[3] プログラム履修生を共通教育等の後に決め
る場合には、上記の具体的方法に従って履
修生の決定が行われていますか？

◎
2014年度入学生までは、応用コースへ進学を希望する学生には、学
科主任・学年担任など複数の教員が面接を実施する。

【Ｔ３８】応用コース進学希望者の面接
【Ｔ３９】応用コース履修者名簿

2.4(3) 学生をプログラム履修生として学外から編入させ
る場合には、その具体的な方法が定められ、学内
外に開示されていること。また、それに従って履
修生の編入が行われていること。

2.4(3)[1] 学生をプログラム履修生として学外から編
入させる場合には、その具体的な方法が定
められていますか？

◎

本学には｢芝浦工業大学編入学規程｣があり、この規程に基づいて編
入学が許可される。ただし編入学者の応用コース履修に関しては、
本学科との教育目標の違いや既取得単位の振替認定などを更に考慮
しなければならない。単位の振替認定に関しては、本学では学外単
位等認定制度規程がある。原則としてこの規程に基づき単位の評
価・認定を行い、その上で他の高等教育機関で取得済みの講義科目
の内容について精査を行い、本学科の応用コース履修が可能である
かを判断している。

【Ｔ４０】芝浦工業大学編入学規程
【Ｔ４１】学部学外単位等認定制度規程

2.4(3)[2] 学生をプログラム履修生として学外から編
入させる場合には、上記の具体的な方法が
学内外に開示されていますか？

◎

本学のwebサイトに掲載されている｢編入学試験｣の案内は、常時学内
外からの参照が可能となっており、｢募集学科・試験内容｣｢出願資
格｣｢入試日程｣が開示されている。
応用コースへの編入学に関する事項については学科webサイトに掲載
している。

＊機械機能工学科webサイト
http://www.meo.shibaura-it.ac.jp/

2.4(3)[3] 学生をプログラム履修生として学外から編
入させる場合には、上記の具体的な方法に
従って履修生の編入が行われていますか？

編入の規則はあるが、これまで編入は行われていない。

2.4(4) 学内の他のプログラムとの間の履修生の異動を認
める場合には、その具体的方法が定められ、関係
する教員及び学生に開示されていること。また、
それに従って履修生の異動が行われていること。

2.4(4)[1] 学内の他のプログラムとの間の履修生の異
動を認める場合には、その具体的方法が定
められていますか？

本プログラムでは学内他プログラムとの学生の異動を認めていない
ので、本点検項目は該当しない。

2.4(4)[2] 学内の他のプログラムとの間の履修生の異
動を認める場合には、上記の具体的方法が
関係する教員及び学生に開示されています

本プログラムでは学内他プログラムとの学生の異動を認めていない
ので、本点検項目は該当しない。
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2.4(4)[3] 学内の他のプログラムとの間の履修生の異
動を認める場合には、上記の具体的方法に
従って履修生の異動が行われていますか？

本プログラムでは学内他プログラムとの学生の異動を認めていない
ので、本点検項目は該当しない。

2.5 2.5　教育環境・学生支援

2.5(1) プログラムの学習・教育到達目標を達成するため
に必要な教室、実験室、演習室、図書室、情報関
連設備、自習・休憩施設及び食堂等の施設、設備
が整備されており、それらを維持・運用・更新す
るために必要な財源確保への取り組みが行われて
いること。

2.5(1)[1] プログラムの学習・教育到達目標を達成す
るために必要な教室、実験室、演習室、図
書室、情報関連設備、自習・休憩施設及び
食堂等の施設、設備が整備されています

○

プログラムの学習・教育到達目標を達成するために必要な教室、実
験室、演習室、図書室、情報関連設備、自習・休憩施設及び食堂等
の施設、設備は整備されている。

【Ｊ０９】施設関連資料
＊芝浦工業大学学術情報センター
http://www.sic.shibaura-it.ac.jp/

2.5(1)[2] 上記の施設、設備を維持・運用・更新する
ために必要な財源確保への取り組みが行わ
れていますか？

○
上記の施設、設備を維持・運用・更新するために必要な財源確保へ
の取り組みは、実施されている。

【Ｊ０９】施設関連資料

2.5(2) 教育環境及び学習支援に関して、授業等での学生
の理解を助け、学生の勉学意欲を増進し、学生の
要望にも配慮する仕組みがあり、それが当該プロ
グラムに関わる教員、職員及び学生に開示されて
いること。また、それに従った活動が行われてい
ること。

2.5(2)[1] 教育環境及び学習支援に関して、授業等で
の学生の理解を助け、学生の勉学意欲を増
進し、学生の要望にも配慮する仕組みがあ
りますか？

◎

授業等での学生の理解を助け、学生の勉学意欲を増進し、学生の要
望にも配慮する仕組としては、オフィスアワー、学科オリエンテー
ション、教育支援室等の仕組がある。学生自己開発認識システムを
現在１～３年生に対して試行的に実施しており、学生自身に卒業す
るまでに学習教育目標を与えている。また、男子学生に比べると、
割合が少ない女子学生をサポートするために、教員と女子学生の交
流会を年に数回実施しており、できる限りの配慮をしている。女性
教員の採用についても将来的な課題として検討中である。
大宮校舎と豊洲校舎間の無料シャトルバスが、週1便だったものが
2015年6月から週3便に増便された。これにより再履修のために大宮
と豊洲を行き来する学生の便宜がある程度図れるようになった。ま
た人文社会系科目で一部豊洲校舎で時間割的に履修しにくい科目が
あり、このような点に関しては共通学群と調整・協議を継続中であ
る。

【Ｊ１０】ＣＡＭＰＵＳ　ＧＵＩＤＥ
＊芝浦工業大学学術情報センター
http://www.sic.shibaura-it.ac.jp/

2.5(2)[2] 上記の仕組みが当該プログラムに関わる教
員、職員及び学生に開示されていますか？

◎

上記仕組は、学生に配られるガイダンス資料、全学および学科ホー
ムページに記述されている。そのような取り組みのもと、当該プロ
グラムに係わる教員、学生に開示されている。学生自己開発認識シ
ステムは学生がS*gsotから入り、入力できるようにシステム化され
ている。

【Ｊ１０】ＣＡＭＰＵＳ　ＧＵＩＤＥ

2.5(2)[3] 上記の仕組みに従った活動が行われていま
すか？

◎

オフィスアワー、教育支援室、学年担任、新入生ガイダンス、オリ
エンテーション、各賞、安全講習等の教育環境、学習支援の仕組
は、有効な活動を実施している。機械系において女子学生を増やす
試みとして、オープンキャンパスにおいて積極的に女子学生用の相
談コーナーを設置している。さらに、グローバル化の一環として、
タイのキングモンクット工科大学トンブリ校(KMUTT)とおよびスラナ
リー工科大学（予定）とのgPBLを実施している。また、創成ゼミ
ナールにおいて、ブラジル人留学生とのPBLの実施、学部講義の英語
化（ロボティクス、流体力学、創成ゼミ、応用機械機能工学実験1・
2）、gPBLの実施先の検討を行っている。

【Ｊ０４】学修の手引
【Ｊ０７】教員プロフィール
【Ｊ１０】ＣＡＭＰＵＳ　ＧＵＩＤＥ
【Ｔ４２】新入生オリエンテーション合宿

3 基準３　学習・教育到達目標の達成

3(1) シラバスに定められた評価方法と評価基準に従っ
て、科目ごとの到達目標に対する達成度が評価さ
れていること。

3(1)[1] シラバスに定められた評価方法と評価基準
に従って、科目ごとの到達目標に対する達
成度が評価されていますか？ ◎

全ての科目で、シラバスに定められた評価方法と評価基準に従っ
て、科目ごとの達成度評価が行われている。小テスト等、多種類の
試験等で評価する場合も、定められた評価方法および基準に従って
行われている。

【Ｔ４３】主要授業科目シラバスに定められた
科目ごとの評価方法と評価基準に従った達成度
評価
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3(2) 学生が他の高等教育機関等で取得した単位に関し
て、その評価方法が定められ、それに従って単位
認定が行われていること。編入生等が編入前に取
得した単位に関しても、その評価方法が定めら
れ、それに従って単位認定が行われていること。

3(2)[1] 学生が他の高等教育機関等で取得した単位
に関して、その評価方法が定められていま
すか？ ◎

本学工学部が定める｢工学部学外単位等認定制度規程｣による単位認
定制度(学外単位認定制度と呼ぶ)に加え、本学科が独自に定めた｢応
用コース学外単位認定制度規程｣にその評価方法が定められている。

【Ｔ４１】工学部学外単位認定制度規程
【Ｔ４４】応用コース学外単位認定制度規程

3(2)[2] 学生が他の高等教育機関等で取得した単位
に関する上記の評価方法に従って単位認定
が行われていますか？

◎

学生が独自に計画し、学外単位等を取得する、もしくは、取得した
場合、申請に基づき、定められた評価方法に則り、本学の単位とし
て認定している(申請単位認定)。このほかにも、学外教育機関との
間に単位認定協定がある場合(協定単位認定)や、留学協定を締結し
ている特定の教育機関および教育施設へ留学した場合(協定留学単位
認定)にも単位認定を行っている。

【Ｔ４５】単位認定報告
【Ｔ４６】ルーブリックによる評価集計表

3(2)[3] 編入生等が編入前に取得した単位に関し
て、その評価方法が定められていますか？ ◎

3(2)[1]に記載した｢応用コース学外単位認定制度規程｣に、応用コー
スの学外他学部、他学科、編入前から取得した単位を認定する評価
方法が定められている。

【Ｔ４４】応用コース学外単位認定制度規程

3(2)[4] 編入生等が編入前に取得した単位に関する
上記の評価方法に従って単位認定が行われ
ていますか？

◎
単位取得証明書とシラバスをもとに、専門科目は学科で、共通科目
は学科の承認を前提として、単位認定委員会が規程に則りそれぞれ
認定している。

【Ｔ４７】英語(学外英語検定Ⅰ)単位認定実績
に係る資料：単位認定報告

3(3) プログラムの各学習・教育到達目標に対する達成
度を総合的に評価する方法と評価基準が定めら
れ、それに従って評価が行われていること。

3(3)[1] プログラムの各学習・教育到達目標に対す
る達成度を総合的に評価する方法と評価基
準が定められていますか？ ◎

学習・教育到達目標の各項目の達成度評価における評価方法と評価
基準が設定されている。具体的には、卒業研究の審査において、
ルーブリックを導入するようになっている。なお、ルーブリックは
ガイダンス時に説明し、その後、掲示している。

卒業研究の審査において、ルーブリックを導入するように
なっている。

【Ｔ４８】学習・教育到達目標の各項目の達成
度評価における評価方法と評価基準

3(3)[2] 上記の評価方法と評価基準に従って評価が
行われていますか？ ◎ 上記3(3)[2]に示した評価基準に則り、評価が実施されている。

3(4) 修了生全員がプログラムのすべての学習・教育到
達目標を達成していること。

3(4)[1] 修了生全員がプログラムのすべての学習・
教育到達目標を達成していますか？

◎

2012年度、2013年度の応用コース修了生の履修状況によると、単位
取得状況、授業時間ともに、全員が満たしている。また、学習・教
育到達目標(Ａ)～(Ｈ)に対するすべての該当科目達成の一覧表と学
生個人の学習・教育到達目標の各項目に対する達成度の総合的評価
表を基に、学科教員全員で応用コース修了の判定を行っており、学
習・教育到達目標は達成されている。

グローバル化への対応として、2015年度入学生より全員が
JABEEコース（応用コース）を履修するようにプログラム
が変更されている。微分積分2、線形代数2、微分方程式、
確率と統計2、基礎熱統計力の5科目が選択必修から削除さ
れているが、「応用コース」では機械機能解析学を必修と
してカリキュラムを設計した。機械機能解析学は、これら
の5科目に加えて、材料力学、流体力学、熱力学、力学、
制御・システム工学の、機械系5分野を包括した科目とし
て開講している。

【Ｔ０８】学習・教育到達目標に対する取得科
目達成の一覧表
【Ｊ０５】応用コース履修者の｢学習・教育到
達目標の各項目に対する達成度の総合評価｣
【Ｊ０６】学科内関連委員会議事録

3(5) 修了生はプログラムの学習・教育到達目標を達成
することにより、基準１(2)の(a)～(i)の内容を身
につけていること。

3(5)[1] 修了生はプログラムの学習・教育到達目標
を達成することにより、基準１(2)の(a)～
(i)の内容を身につけていますか？

◎
プログラムの学習・教育到達目標であるＡ～Ｈを達成することで、
表2の内容を身につけることができることが示されている。

【Ｊ０５】応用コース履修者の｢学習・教育到
達目標の各項目に対する達成度の総合評価｣

4 基準４　教育改善

4.1 4.1 教育点検

4.1(1) 学習・教育到達目標の達成状況に関する評価結果
等に基づき、基準１～３に則してプログラムの教
育活動を点検する仕組みがあり、それが当該プロ
グラムに関わる教員に開示されていること。ま
た、それに関する活動が行われていること。

4.1(1)[1] 学習・教育到達目標の達成状況に関する評
価結果等に基づき、基準１～３に則してプ
ログラムの教育活動を点検する仕組みがあ
りますか？

◎

学科JABEE委員会は、毎年学科カリキュラムの点検を行っており、学
修プログラム全体および各開講科目が基準1〜3に照らして妥当かど
うかを検討している。学科内では教員間ネットワークと称して科目
分野ごとにワーキンググループを組み、定期的に専門分野教員間で
意見交換をし、学科JABEE委員会に報告をしている。

【Ｊ１１】教員間ネットワーク議事録

4.1(1)[2] 上記の仕組みが当該プログラムに関わる教
員に開示されていますか？ ◎

学科JABEE委員会内での分担表、教員間ネットワークの構成およびそ
れぞれの役割については学科教員に対して周知され、学科JABEE委員
会資料として配布されている。

【Ｊ１１】教員間ネットワーク議事録
【Ｔ１４】機械機能工学科運営組織図
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4.1(1)[3] 上記の仕組みに関する活動が行われていま
すか？ ◎

教員間ネットワークのミーティングは定期的に開催されており、開
催状況はJABEE総括担当が把握、学科JABEE委員会で活動状況が報告
されている。

【Ｊ１１】教員間ネットワーク議事録

4.1(2) その仕組みは、社会の要求や学生の要望にも配慮
する仕組みを含み、また、仕組み自体の機能も点
検できるように構成されていること。

4.1(2)[1] 教育点検の仕組みは、社会の要求や学生の
要望にも配慮する仕組みを含んでいます
か？

◎

学生に対しては科目ごとの授業アンケートの他、卒業時のアンケー
トにより学修プログラムに対する意見聴取を行っており、毎年期初
にアンケートの分析とそれに基づく改善、対策の検討をJABEE会議で
行っている。また、2013年度から2014年度にかけて学外からの学科
へのニーズ、評価を知るため、就活関連で学科を訪問された全リク
ルーターに対してアンケートを実施した。
前回アンケートから2年の間隔をとったため、次回アンケート実施の
検討を行っている。

【Ｊ１２】卒業生アンケート
【Ｔ４９】OBアンケート

4.1(2)[2] 教育点検の仕組みは、仕組み自体の機能も
点検できるように構成されていますか？ ◎

点検の仕組み自体も学科JABEE委員会で点検されており、学科JABEE
委員会内の分担や教員間ネットワークによる点検の仕方について評
価・改善活動がされている。

4.1(3) その仕組みを構成する会議や委員会等の記録を当
該プログラムに関わる教員が閲覧できること。

4.1(3)[1] 教育点検の仕組みを構成する会議や委員会
等の記録を当該プログラムに関わる教員が
閲覧できますか？

◎
教員間ネットワークでの議論は学科会議に議事録および提案書とし
て報告され、学科JABEE委員会での点検については会議議事録として
各教員に配布、学群書記センターに保存されている。

【Ｊ０６】学科関連委員会議事録

4.2 4.2 継続的改善

4.2 教育点検の結果に基づき、プログラムの教育活動
を継続的に改善する仕組みがあり、それに関する
活動が行われていること。

4.2[1] 教育点検の結果に基づき、プログラムの教
育活動を継続的に改善する仕組みがありま
すか？

◎
学科JABEE委員会が、4.1(1)[1]に記述した点検活動の結果を利用
し、プログラムの教育活動を継続的に改善する組織として存在す
る。

学科JABEE委員会内に、2012年度より教育専門分野ごとの
教育改善グループを設置した。

【Ｊ１１】教員間ネットワーク議事録
【Ｔ１４】機械機能工学科運営組織図
【Ｔ５０】機械機能工学科継続的システム

4.2[2] 上記の仕組みに関する活動が行われていま
すか？

◎

学科JABEE委員会は、プログラムの教育活動を継続的に改善する活動
を実施している。学生の学力水準の向上と教育プログラムの充実の
状況、卒業時にとる全学ならびに学科卒業生アンケートからの
フィードバックにより、2015年度より学科全学生に応用コースを適
用している。教員の教育力評価と向上のツールとしてSCOTを導入
し、学科専任教員が順番に評価を受けている。また、工学部自己点
検書委員会からこの自己点検書の確認チェック作業を受けており(毎
年)、FD活動へのフィードバックの一助としている。

学科JABEE委員会の改善活動に加え、教育改善グループに
よる改善活動が実施されている。2015年度新入学生より、
全学生に応用コースのカリキュラムが適用されている。

【Ｊ０６】学科内関連委員会議事録(学科JABEE
委員会議事録)
【Ｊ１３】教育改善グループ議事録
【Ｊ１２】卒業生アンケート
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